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て言及 した上で,発電所における津波 リスク評価手法を構築することを目的としている.この成果は,さ らに地















第3章 では,発生 した津波の浅海から陸上における挙動について,3つの研究を実施 し,津波ハザー ド評価に
必要 な知見について,整理した.まず,津波計算の格子間隔にっいて,従来,津波波長の1120が一つの基準と言














ナ リオを明らかにするために,イベントツ リー により各影響の発生過程
を明らかにし,フォール トツリーによって リスクと影響の依存関係を分
析 ・整理することが可能である.特にフォール トツリー は,異なるリス
クが,一つの影響に対してどのように関係 ・作用するかを明らかにでき
ることを示 した。次に,リスクを定量的に評価 ・比較するための手法と


















































































生確率を評価 した.さ らに,影響による総損失を考慮してリスクマップを作成 し,複数の津波によ
る影響を可視化出来た.
第6章では,本研究によって得られた成果をまとめて結論とした
以上の成果 は,信 頼 できる数値解析手 法に よりハザー ド曲線 を提案 し,各施設 にお ける津波 リス
クを評価で きる手法 を提案 できた.今 後,発 電所だけでな く重要施設に も応用で きる結果 であ り,
津波 工学の発展へ大 き く寄与で きる と期待 できる.
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格 と認 める.
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